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1 . 序論
現在 ､ ウ フ ィ ツ ツ イ 美術館 (イ タリ ア ､ フ ィ レ ン ツ ェ) に は ､ 世界各国の 王侯君
主と そ の 一 族 ､ 文学者や芸術家な ど様々 な分野 で活躍し た著名人を描 い た 4 8 8点の 肖
像 画 コ レ ク シ ョ ン が美術館東回廊 に展 示され て い る Lo [F ig. 1] こ の コ レ ク シ ョ ン の 大
部分 は ､ 十六世紀中期か ら十七 世紀初頭 にか けて ､ ト ス カ - ナ 大公 コ ジ モ ･ デ ･ メ ディ
チ(1537- 1 574)､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィ チ (1 54 1- 15 87) ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ･ デ ･
メ ディ チ (154 9- 1 6 09) の 依頼に よ
■
っ て制作され たもの で ある ｡ しか し ､ 現在 ま で こ の
肖像画 コ レ ク シ ョ ン は注目 され る こ と が なく ､ 先行研究もほ と ん どない ｡ さらに ､ 肖像
画群 を制作 した宮廷画家ク リ ス ト - フ ァ ノ ･ デ ラル テ ィ ツ シ モ(15 30- 160 5)に つ い て も､
これま で ほとん ど研究が進 め られ て い ない ｡ したが っ て筆者は ､ メ ディ チ 家の 肖像画 コ
レ ク シ ョ ン に焦 点を定め ､ それが 持 つ 意味と役割 に つ い て 考察をお こ なう｡
加 えて本論 文で注 目す る の は ､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が飾 られた展示 空間の 変遷で
ある｡ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ ヴァ ザ - リ に よる プ ロ グラ ム に よ っ て 建設 された 王宮 パ
ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キオ の ｢地図の 間(Sala delle Carte Ge ogr afiche)+ に 15 63年 か ら展示 さ
れ ､ そ の 後 ､ 新大公 が就任 する度 に展示空 間を変遷 して い る. まず コ ジ モ ー 世の 死後 ､
長男 フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世に よる治世で は ､ 肖像画群 は新王 宮 と して の 改築工 事が進 め ら
れ て い た ピ ッ テ ィ 宮殿 に陳列され た. 更に ､ 次 トス カ - ナ大公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世は ､
メ デ ィ チ家の コ レ ク シ ョ ン 展示 空 間と して 宮廷建築家 ベ ル ナ ル ド ･ ブ オ ン タ レ ン テ イ
(15 31- 6 08) が 建設 した ガ ッ レ リ ー ア - ､ コ レ ク シ ョ ン を移動させて い るの で あ る ｡ 本
論文 で は ､ 僅か 三 十年間 の 治世の 間に 二度 も展示 空間を変遷 した こ との 意味 ､ 更に展 示
された 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が 担 っ て い た役割 に つ い て 考察 をお こ なう0
2 . 十六 世紀にお ける肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 流行 とそ の 役割
1 本論文で 取り あげるウフ ィ ツ ツ イ 美術館所蔵の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 偉人肖像画(IRitr atti degli
uo mini llustri)コ レ ク シ ョ ン に焦点をあ て て おり ､ メデ ィ チ家
一 族 を描 い た肖像画群お よび ヴァ ザ -
リ の 回廊に展示 され る画家に よる自画像 コ レ ク シ ョ ン は対象外で あ る｡
2 - 1 . パ オ ロ ･ ジ ョ ー ヴィ オ(14 8 3-15 52)の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン 展示 空間
本論 で 主題 と なる フ ィ レ ン ツ ェ 公 コ ジ モ
ー 世 の 肖像 画 コ レ ク シ ョ ン は ､ コ ジ モ
ー
世や ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴァ ザ - リ (15 1- 1 5 74) と交友 関係 を築 い て い た歴 史家パ オ ロ
･ ジ ョ
ー ヴィ オ (14 8 3- 1 5 52) 2が蒐集 し ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸 国の 宮 廷人か ら注 目 を浴び た 4 0 0点
も の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン3を､ メ デ ィ チ家の 宮廷画家に よ っ て複製させ た もの で あるo
ジ ョ ー ヴ イ オ は ､ 1 52 0年代初頭 か ら文学者の 肖像 画 の蒐集 をは じめて い る ｡ さ ら
に 15 37年 か ら 1 540年 に か け ､ 生地で あ る北イ タ リ ア の コ モ に蒐集作品 を展示 す るた め
の 別荘 を建設 した ｡ そ して 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 古代彫像や 古代メ ダル ･ コ イ ン ､ 新
大陸か ら運 ばれ てき た珍 し い 蒐集物 と同 じ空間 に展示 され た . また ジ ョ
ー ヴィ オ は ､ こ
の 別荘を ｢公 的な楽 しみ の(adpublic a mhila ritate m)
4+ 空 間と概念化 して お り ､ 公 的に 開
かれた展 示 空間は フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ ワ
ー 世 ､ フ ィ レ ン ツ ェ 公 コ ジ モ
ー 世 な ど王侯君主
の 訪問をうけて い る｡ 十六 世紀に お い て 宮殿や別 荘な どに蒐集物 の 展 示 空間を設 ける こ
と は珍 しくなか っ たが ､ ジ ョ ー ヴィ オ の 別荘 に造 られ た コ レ ク シ ョ ン 展示 に お ける大き
な特徴と して 挙 げられ る の が 肖像画 の コ レ ク シ ョ ン で あ っ た
5
｡
ま た､ ジ ョ ー ヴィ オカミみず か らの 肖像画 コ レ ク シ ョ ン を元 に 執筆 し､ 1 54 8年 に フ
ィ レ ン ツ ェ で 出版 した 『賛辞 (Elogia)』
6の 前文 には ､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 制作 にお
い て念頭 に 置 い た 事項 が 述 べ られて い る
7
｡ ジ ョ ー ヴィ オ は ､ 肖像 画が対象 の モ デ ル か ら
直接描 写 され る こ とが重要で ある と強調 し ､ また歴史的英雄 な ど本人 の 写 実が 不可能 な
2 歴史家パ オ ロ ･ ジ ョ ー ヴイ オ は コ モ で 生まれ ､ パ ゲ イ ア と パ ドヴァ で 学 問を修め た後 ､
コ モ に 戻 り
医者と し て 活動 をお こ な っ て い る｡ そ の 後イ タ リ ア や ヨ
ー ロ ッ パ の 数多くの 地を訪れ て い る o 更 に ロ
ー マ で ク レ メ ン ス 七 世に仕え ､ サ ッ コ ･ デ イ ･ ロ ー マ の 翌年 1 5 28年に司教 に任命されて い る o ク レ メ
ン ス 七世 の 死後 ､ ロ ー マ を離れ 1 55 0年に フ ィ レ ン ツ ェ に移 り ､ コ ジ モ
ー 世 の 賓客と して 晩年ま で の 二
年 間 をす ご した o 著 作 に は ､ De r o m a nis piscL
'
bu s bellz
'
u s(Ve nezia,1 5 2 4)､ H isto ria r um s ui le mpo ris
libri(Fir e n z e,1 5 5 0-5 7)､ Co m 7n e nta rii delle Dos e deE
･
TLL r Chi(Ve ne zia,1 53 1)､ Elogia vir o r u mbellic a /a ude
illu strl
･
u m,Elogia vir o r u m]iEte risi/lu sfriu m(Fir e n z e,154 8) などが ある o
3 宮廷の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 十 五世紀か ら既に存在 して い た が ､ そ れ ら の モ デ ルは 血縁者などに
限 られ て い た . 一 方､ ジ ョ ー ヴィ オ の コ レ ク シ ョ ン は ､ トル コ の ス ル タ ン か ら ア フ リカ大陸
の 王 ､ 文
学者から科学者 ･ 探検家 ま で を含む ､ 世界中の 有名人
･ 偉大な人物の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン で あ っ た こ
とが特徴的で あ るo (cfr. T. C. Pric eZim m e r m a n n, Pa o[o G io vio･ The H isto ria n a nd The Crisis ofSixte e nth
ce ntu ryItaly, Prin c et on Univ･pr e s, 1 99 5,p p･1 5 9
-1 62･)
4
T .C.P. Zim m e r m a n n,id. ,p.1 5 9.
5 肖像画 コ レ ク シ ョ ン に は既に長 い歴史が あり ､ パ ドヴ ァ の フ ラ ン チ ェ ス
コ ･ イ ル ･ ヴ ニ ッ キ か ダ ･
ヵ ッ ラ ー ラ(1 3 67-1 3 79)の 宮殿や ､ ウ ル ピ
ー ノ 公 フ ェ デ リ ー ゴ ･ モ ン テ フ ェ ル ト ロ の 書斎 ､ シ エ ナ の パ
ラ ッ ツ オ ･ プ ッ プリ コ の 礼拝堂前垂(1 4 13-1 4 14)な どに 肖像画が蒐集され て い る o しか し､ ジ ョ
ー ゲイ
ォ の 肖像画群は ､ そ の 膨大な数量に よ っ て前例 を見な い コ レ ク シ ョ ン を形成 して い た o (C fr･ W olf
r a m
prin ∑, 必 出 山 地 必 L inGli Uj)Pzi･Catalogo
Gen era[e ,Firenze ,1 97 9, p.6 0 3･)
6
1 5 4 8年に出版された ElogL
･
a vir o rum belllc a/a udei”ustriu m と Elogia viror u mlitte ris 〃lu strL
･
u m(F ir e n z e)
は ､ ジ ョ ー ヴイ オ の肖像画 コ レ ク シ ョ ン を説明す るテ キ ス トと し て執輩された が ､ こ の版 にはま だ肖
像画の 木版画は挿入 されて い な い ｡
7ジ ョ ー ヴイ 射ま肖像画群を(1)過去 の 英雄 ､ (2)同時代 の 英雄 ､ (3)同時代 の 有能な芸術家 と学者 ､ (
4)聖
職者と王侯君主 ､ と い う ように 四 つ の カテ ゴ リ
ー に大きく分類 して い る o (Pa olo G iovio , Le is c rittio ni
po ete s otto le v eてe tm agini de gl
i huomin E
･
fa m o si･
･ le qu alia Co m o n el Mu s e ode[ G I O
VI Osi v eg gio n o･
Er adottedi latl
･
n o EnVOlga r eda H ip polito Orio Fe r r a re s e,1 5 5
2
, pp･1 2
-1 5･)
場合 に は ､ コ イ ン ､ メ ダル ､ 彫像 ､ 絵画 ､ 墓碑彫刻 などの 図像資料 を利用 して視覚的 リ
ア リ ズ ム を追求する こ とが 必要 で あ ると主張 して い る8｡ そ して ジ ョ ー ヴ ィ オ の 死 後 ､ ス
イ ス の バ ー ゼ ル に印刷所 をもつ ピ エ ト ロ ･ ペ ルナ は ､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン を原画 に して
木版製の挿絵 を制作 して ジ ョ ー ヴィ オ の 著書 『賛辞 (Elogia)』9[F ig. 2] [F ig. 3]に挿入
し､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の名声 は印刷物 を媒介に して ヨ ー ロ ッ パ 中に広ま っ たo こ の よ
う に視覚的リ ア リズ ム が 追求され ､ ヨ ー ロ ッ パ 中で注 目を浴 びて普及 した ジ ョ ー ヴィ オ
の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 十六世紀後期 に多数の 王侯君主の 依頬 に よ っ て複製が制作さ
れた 10｡ それ で は ､ 肖像 画群 は十 六世紀 中期か ら後期 の 宮廷 コ レ ク シ ョ ン にお い て ､ い
かな る社会的 ､ 文化的役割 を担 っ て い た の で あろう か ｡ 次節 で は ､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン
の 流行と 同時代に 出版された論考 を用い て ､ 肖像画 に関す る記述を考察する ｡
2 - 2 . 肖像画の 役割 肖像画に つ い て の 記述
初 め に ､ 十六世紀芸術家や科学者と深 い交友 関係 をもち､ また パ ト ロ ン で もあ っ
た枢機卿 ガブリ エ ー レ ･ パ レ オ ッ テ イ(15 22- 15 97)11が ､ 聖画お よ び俗画 の 様 々 なテ ー マ
を取り あ げ執筆 した ､ 『聖画 と俗画 に つ い て の 論考(Dis c o rs ointo r n o alleim m agin l
'
s a c r e e
pr ofa n e, do v e sis c u opro n o v a ri abu si lo r o a si dichia rail ve r o m od che c ristia n a m e nte si
do v e ria os se r va r e n elpo rl n elle chies e, n elle c a se ein ognialtrolu ogo)』(1 58 2)1 2に注 目 し､
& ジ ョ ー ビ オ が 主 張す る 肖像 画 の リ ア リ ズ ム に つ い て の 考察 は 次 の 文献 を 参照 ｡ (Linda Su s an
Klinge r,The Po rtra E
'
t Colle ctio n ofPa olo Glo vio,I V, Prin c eto nUniv .P h.D . ,1 9 91, p p.1 57-2 01.) また次項に詳
説するガ ブリ エ ー レ ･ パ レ オ ッ テ ィ枢機卿の 論考の 中にも､ 肖像画 作成の 際にリ ア リズ ム を強調する
文章がみ られ る｡ パ レ オ ッ テ ィ は ｢実物から描かれ た肖像画は ､ 顔や体の 他の 部分を , 本人よりも っ
と美 しく した り ､ よ り威厳 を持たせ た り ､ 部分的に変えた り し て はならない o む しろ ､ 欠点が あ っ た
り自然で偶然的があ っ て も ､ 醜く て も ､ そ れ を省い て はならない o [･ ･ ･] + と述 べ て い るo こ の 一 節
は ､ 論考執筆過程 で詳細な助言を与えた ､ 博物学者クリ ッ セ ･ ア ル ドロ ヴァ ン デ ィ の 絵画における視
覚的リア リ ズ ム を主張 した考察か ら の 影響がみ られ るだろう｡ (in Gabriele Pale otti, Dl
'
s c o r s ointo r7 W
也 , Tr attatl
'
d
'
Arte del Cl
'
nqu e c e nto:fro m a nie ris m o e c o ntr orlfoT･m a ,(a c u r adi
Pa ola Ba ro c chi), Ba ri, γol.2,1 9 61,p.3 4 0.)
9
pa olo Giovio, E[ogia Vivoru mlite rL
･
s l/u strium , qu otquotveln o str a v ela r o r u m m e m o ria vL
･
x e r ePetri Pe r n a e
Ty pogr aphi, Basil, 1 5 77. に は ､ ベ トリ
. ペ ル ニ が ト ビ ア ス ･ ス テ イ マ - に依頼 し て制作された肖像画の
複製木版画 が入 っ て い る｡
10 オ ー ス ト リ ア ､ チ ロ ル 公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド - 世(1 5 79)や マ ン トヴァ 公 からも､ ジ ョ
ー ヴイ オ の肖像
画 コ レ ク シ ョ ン の 複製制作を依梗する記録が残されて い るo (Cfr.PierLuigi de Ve c ch i, 辿
也 ,in(cat)O m aggio a rizia n o,M ila n o,I 97 7,p･8 9･;Fra ncis
Ha skell,HL
'
sfo ry a nditsim age,
･
a rta ndthe l
'
nte rpr elatio n ofthe pa st,YaleUniv ･ ,1993(italia n a1 9 9 7)･
Torin o,p.39.)
ll ガ ブ リ エ ー レ ･ パ レ オ ッ テ ィ は ､1 566年よりボ ロ ー ニ ヤ で 司教を務め ､ 15 82年に大司教に就任 した ｡
芸術家の パ トロ ン で もあり ､ 1 58 2年に後期 マ ニ エ リ ス ム と ､ 対抗宗教改革における宗教性と道徳の 影
響を受けた ､ D is c o rs ointo r n o alleim m aginis a c r e epr ojTa n e, dove sisc u opr o n o v a rlabu si lo r o a si dichia rail
v e r o m od che cristl
･
a n a m e n(e s l
･
do v e rl
'
a o s se r v a r e n elpo rle n elle chie se, n e/[e c a s e e L
'
n ognlaltr o
hLOgO(Bologn a)を執筆 して い る｡ (Pa ola Ba rocchi(a c u r adi), Tr attatid
l
Arte del Cinqu e c e nto :fr o m a nie ris m o
e c o nir o rlfo r m a,Ba rLv ol.2,1 9 61, pp.1 2 7-50 9.)
12 枢機卿 パ レ オ ッ テ ィ は本論考の 執筆過程で ､ ボ ロ ー ニ ヤ 修学中から親 し い 関係 を築い て い た ､ 博物
学者クリ ッ セ ･ ア ル ド ロ ヴァ ンデ ィ と歴史家カ ル ロ ･ シ ゴ ニ ー ノ に助言を求め て い る｡ 枢機卿パ レ オ
ッ テ ィ の 自伝を執筆 した パ オ ロ ･ プ ロ - デ ィ は ､ こ の 論考にお け る助言者た ち の 非常に強い 影響 を指
十六 世紀後期に お け る肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 一 概念 に つ い て 考え る｡
パ レ オ ッ テ ィ は絵 画 ､ メ ダル ､ 彫像 な どに措 かれ た皇帝や偉 人 の 図像は ｢古代研
究者や文学者 が歴 史を理解す るた め に役 立 つ もの で あり ､ 同時に それ を制作 した 芸術家
の デ ッ サ ンや ､ 素晴 ら し い 芸術的技巧 の 高貴さを表す た め に用 い られ る+ と して い る｡
また それ らの 利用法 と して は ｢個々 人 で私 的に利用 され る もの で あり ､ 私 室な ど隠され
た場所 に保 管す る こ と｡ + 13と記 して い る｡
彼は 更に続 けて 肖像画 に つ い て 一 章 を設 けて い る o まず ｢写 実され た 王 侯君主の
肖像画は ､ 子孫 た ちの 手本 と な る べ く広 間に飾 られ る ｡ + と述 べ て い る ｡ ま た 同 時に ｢賞
賛 の 念と恩恵 を込 め て 蒐集され た ､ 様 々 な分 野に お ける偉人 の 肖像 画も ､ 施主 の 部屋 に
見 つ ける こ とが で き る ｡ + 14と して お り ､ 肖像画 の 利 用法 に つ い て は 血 族 の 肖像画 と偉
人 の 肖像画とに 分類 して 記述 して い る o 第 一 に ､ 家族 の 肖像画 は ｢子 孫 の 手 本 で あり ､
子 供 が先祖の 徳を真似 す る よう促すた め に ､ 一 族 の 名誉と なる記憶 の 中で ､ 大切 に保管
され るもの で あ る｡ + と して お り ､ ｢した が っ て慎重 に保管 して ､ 易 々 と公 的 な空間に
出 しては ならな い ｡ + と述 べ て い る｡ 次 に ､ ｢偉人や君 主な どを措 い た 肖像 画 も同様 に ､
公 けの 目 が届く 場所 に 展示 して は な らな い ｡ + 15と して い る ｡ す なわ ちパ レ オ ッ テ ィ に
よれ ば､ 肖像画は 私的空間 を飾 る絵画 で あり ､ 一 族 の 栄光 と繁栄と偉 人 - の 賞賛 を図 像
化 した もの で あ る位置づ けて い る ｡
確 か に 十五 世紀の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 王侯君 主の 書斎 を飾 るた め の 装飾 と し
て 用 い られて お り ､ ジ ョ ー ヴ ィ オ の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン も 1 52 0年代 に蒐集を始 め た当初
は ､ ロ ー マ と フ ィ レ ン ツ ェ の 書斎の 飾 る 装飾品で あ っ た o しか し､ 1 530年代 に別荘を建
設 した際 に は ､ 肖像 画群 は 公 的空間 に展 示 す る絵画 と して用 い られ た
16
｡ ク リ ン ガ - も
｢肖像画 コ レ ク シ ョー ン を ロ ー マ と フ ィ レ ン ツ ェ の 書斎か ら ､ マ モ の 別荘 - 移 した ジ ョ ー
ヴィ オ の 決 断は ､ 肖像画 コ レ ク シ ョ ン を異な る概念 で用 い た こ と を表す意味 にお い て非
常 に重大 で ある o + 17と 述 べ る ように ､ 私 的空間か ら公 的空 間 - の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン
の 移動は ､ そ れまで 肖像画 の 担 っ て い た役割の 変化を意 味す ると 考 えられ る ｡
また同様 にメ デ ィ チ 家の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン も ､ ヴ ァ ザ - リ に よ っ て考案され た
展示 空間 に設 置されて か ら後 ､ 約 三十年 の 間 に 二度に わた っ て展 示 空間 を移 して い る ｡
まず ､ 依頼主 コ ジ モ - 世お よ び ヴァ ザ - リ の プ ロ グラム に お い て は ､ 施主 の ク ロ ー ク を
飾 る装飾(15 6 3)で あ っ たが ､ そ の 後 ､ 長 男 フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 の 治世 に は ､ フ ィ レ ン ツ
ェ を訪れ る賓客の 滞在所 か つ 公 的行事 が 執り行われ る場 と して 機能 し ､ 王宮 と して の 改
精 して い る｡ (Pa olo Prodi,I[Ca rdin a/e Gabriele Pale otli(15 2 2-1 59 7),Ⅰ,II,Ro m a,1 96 7,p p･528-5 5 4･)
13
G ･Paleo tti
,
id
”
c ap･X V･ ,pp･31 0
-3 1 1･
14
G ･Paleo tti,id” c ap･X X･ ,p･340･
15
G･Paleo tti,id･ , c ap･ⅩX ･ ,p･3 41･
16 ジ ョ ー ヴイ オ の 肖像画群の 別 荘にお ける展示順序 ･ 分類は ､ 明 らかに な っ て い な い が ､ そ れ ほ ど明確
に は分類化されずに展示 され て い た と考えられ て い る｡
-7
L inda K linger, 迦 幽 ,in The
Im age ofthelndivE
-
du ali London , 1 98, p.7 3･
築 工 事が進ん で い た ピ ッ テ ィ 宮殿に移動(1576)され て い る ｡ そ して 次男 フ ェ ル デ ィナ ン
ド ー 世の 治世に は ､ メ デ ィ チ家に よる コ レ ク シ ョ ン の 公 的な展示 空間と して 重 要な役割
を果た して い た ガ ッ レ リ ー ア ( 現在の ウ フ ィ ツ ツ イ 美術館) の 回廊 が ､ 肖像 画群 の 展示
場と な っ て い る(1 5･91)o こ の i
.
うに ジ ョ ー ヴィ オやメ デ ィ チ 家の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が ､
より 公的な空間 - と展示 の 場 を変遷 した こ と は何を意 味す るの だろうか ｡
3 . コ ジ モ ･ デ ･ メデ ィ チ の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン
3 - 1 ･ ク リ ス ト - フ ァ ノ ･ デ ラ ル テ ィ ツ シ モ (Cristofa n odell'A ltissim o‥1 53 0-16 05)
ク リ ス ト - フ ァ ノ ･ デ ラ ル テ ィ ツ シ モ は ､ コ ジ モ - 世 の 依額 で 多数 の 肖像画 を制
作 した宮廷芸術家で ある｡ またデラ ル テ ィ ツ シ モ は ､ 芸 術家の 制作活動 と社会的保証を
確 立 し ､ 芸術家の 社会的地位 の 向上 を目指 して ヴァ ザ - リ を中心 に創設 され た ア ッ カデ
ー ミ ア ･ デル ･ デ ィ ゼ - ニ ヨ の 創設年(1 5 63)に ､ ｢顧問 (co nsiglieri) +
18の 一 人に選 ば
れて い る ｡ そ の 他メ デ ィチ 家の 宮廷画家と して の 制作活動に携わり ､ 次期 トス カ - ナ 大
公 で ある フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の結婚祝祭 の 装飾 (1 56 5) など､ 芸術家と して重 要な仕事
を任 され て い る にも関わ らず ､ デ ラ ル テ ィ ツ シ モ の 宮廷画家と して の 活動 は ､ 現在 に至
る ま で研 究されて い ない ｡
ア ニ ヨ 一 口 ･ ブ ロ ン ズ ィ - ノ (1 50 3- 1 572) の 弟子 と して活動 して い たデ ラ ル テ ィ
ツ シ モ は ､ ヴ ァ ザ - リ が『芸術家列伝(Le Vile de 'pi滋 e c celle ntipitto ris c ulto ried a rchitetto ri
c o n n u o ve a n n ota zio nie c o m m e nti di Ga eta no Milan esi)』
19の なか で述 べ る ように ､ フ ィ レ ン
ツ ェ 公 コ ジ モ ー 世の 依頼 を受 け1 552年か ら コ モ に 滞在 し ､ ジ ョ ー ヴィ オ が別荘 に展示 し
た 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 複製を制作 して い る｡ 作 品制作の 経過 は ､ 画家 - の 支払 い 記録
や ､ コ ジ モ ー 世 に宛て た 手紙 などか ら 明らか に な っ て い る20. こ れ らの 記録 に よれ ば､
15 53年 5 月 ま で に 2 4作品 ､ 1 55 4年 7月 ま で に 2 6作品 ､ 1 5 55年 9月 ま でに 1 2作品 ､
1 5 56年 1 0月 まで に 2 5作 品が制作され て い る ｡ 更に ヴァ ザ - リ は ､ デ ラ ル テ ィ ツ シ モ
が 1 568年 まで に 2 1 9 点の 肖像画を完成 した ､ と記述 して い るD
3 - 2 . ヴァ ザ - リ に よ る肖像 画 コ レ ク シ ョ ン 展示 計画 ｢地図 の 間+ と肖像 画
18デラ ルテ ィ ツ シ モ は ､ ア ッ カデ ー ミア の役員の名前を記 した 15 63年の 記録の なか で ､ 顧問( 相談役)
の 一 人 と L て名 を連ね て い る , こ の 役員に は三人の芸術家が つ い て お り ､ 轟年二 度改め られ る シ ス テ
ム に な っ て い た ｡ (A S P(Archivio di Stato di Fire n z e),Ac c ade mia del D is egno Prim a Co mpagnia dei
Pitto ri
,
m z a2 4
,
c2r(1 56 3).)
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va s ari- M ila n esi, _Le Vile de
･
plu e C C ellntipz
･
t(o ris c ulto rieda rchl(eEto rl
･
c o n n u o v e a n n ota zio nie c o m m enti
dL
'
Ga eta n oM ila n esl
'
,V II,1 90 6,pp.6 08
-61 0.
20
A S F,M edic e aDelPrin cipato(M P)2 3 8,fol.5;M P2 4 1,fol.66; M P 4 1 4a,c.1 1 21; M P 41 7,c.4 5 7; M P 43 0,c.3 56.
デラ ル テ ィ ツ シ モ が 制作 した ､ ジ ョ ー ゲィ オ の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 複製は ､ メ
デ ィ チ家の 宮殿 と して 用 い られ て い た パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ュ ッ キ オ の ｢地図の 間 (Sala delle
carte Geografiche)+ の 装飾 と して 用 い られ た o [Fig･ 4]
｢地 図の 間+ の 四壁 に描 かれ た世 界地図制作 は ､ 宮廷 天文 学者 と して 活躍 して い
た ドメ ニ コ 会修道士 イ グナ ツ イ オ ･ ダ ン テ イ(1536- 1 58 6)が 担当 した ｡ 1 56 2年 か ら制作
が 開始 され た世界地 図に は ､ ア ジ ア や ア フ リ カ だけで は なく新大 陸 の 地図も含まれ て い
た ｡ ヴァ ザ - リ もまた ､ 『芸術家列伝』 の なか で ｢地 図の 間+ に つ い て 詳細 に記述 して
い る21o ヴ ァ ザ - リ に よ れ ば ､ ｢地図 の 間+ の 四壁 には ､ コ ジ モ ー 世 の 最 も高価 な コ レ
ク シ ョ ン を収納す る た め の 五 十七 の 戸棚が設 けられ ､ 扉 に ヨ ー ロ ッ パ ､ ア ジ ア ､ ア メ リ
カ (Lelndie Oc cide ntal i) の 地図が そ れぞれ十拘枚 ､ そ して 十 一 枚 の ア フ リ カ地 図で構成
され るプ ロ グラ ム で あ っ た2 2｡ また ､ 地図で飾 られた 戸棚 の 下方 に は ､ 各 地図 に示 され
た地理 に対応す る動植 物が 細密 画で 措か れ ､ 戸棚 と天 井と の 間 の 空間 に は皇帝や王 侯君
主 ､ 英雄たちが措か れた 三 百枚以上 の 肖像画が飾 られ て い た ｡ さ らに ､ 天 井 に は星 座表
が措 かれ る プ ロ グラム にな っ て い た が ､ 実現 に は 至 らなか っ た ｡ 加 えて部屋 の 中央に は ､
十五 世紀に ロ レ ン ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ヴォ ル パ イ ア が 制作 した滞天儀 が置 かれ ､ ま た地球儀
と天 球儀も設 置さ れ る予 定 で あ っ た｡ しか し ､ コ ジ モ ー 世 とヴァ ザ - リの 死後(15 74)､
フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 はイ グナ ツ イ オ ･ ダン テ イ を ｢地図 の 間+ の 責任者 か ら退 け ､ ス チ
ー フ ア ノ ･ ボ ン シ ニ ヨ - リ(? - 15 89) を宮廷天文学者 か つ ｢地 図 の 間+ 装飾 の 責任者と
して 任命 した た め ､ ヴァ ザ - リの プ ロ グラ ム は未完成 にお わ っ た23｡ そ して ､ 1 58 7年か
ら ト ス カ - ナ 大 公 に就 い た フ ェ ルデ ィ ナ ン ド 一 世 は ､ メ デ ィ チ家が 蒐集 した膨 大な コ レ
ク シ ョ ン の 展 示 空間 と して 機 能 して い た ガ ッ レ リ ー ア に ､ 新た に ｢数学 の 間(Sala delle
M ate m atiche) + が 設 け ､ 地球儀 を初め とす る パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ オ の 蒐集 晶 は ガ ッ レ
リ ー ア に移動 され た24｡
十 六世紀 は ､ 冒険家や 商人 ､ 宮廷か ら派遣 され た 学者な どか らもた らされ た新 し
い 知識や地 理 に 関連す る出版物が 大量 に普及 して い た ｡ 十五 世紀末期 の 新大陸発見後 ､
王侯 君主たちは新 し い 富 の 探求だ けで は なく ､ 新た な知識 の 蒐集の ため に多額 の 投 資を
お こ な っ て い たo 宮廷の 室内装飾 と して用 い られた世界地図も ､ そ の よ うな最新 の 知識
を取り 入れ たも の で あ っ た ｡ 室 内装飾 と して の 世界地図は ､ 1 56 0年代 に制 作された フ イ
21 vasari- Mila n esi,id. ,V II,1 9 0 6,pp･6 3 3
-63 6･
22 世界地図は ､ 実際には ヴァ ザ - リ の プ ロ グ ラ ム よ り四枚少な い 五十三枚が 制作され た . ダ ン テ イ が
三 十ニ枚を制作 し､ 15 74年か ら新しく制作責任者にな っ た ス テ フ ァ ノ ･ ボ ン シ ニ ヨ
- リ に よ っ て 十八
枚が完成された ｡ 残 り の 三枚に つ い て は作者 が断定され て い な い ｡
23 ヴ ァ ザ - リ は ､ ｢地図の 間+ 装飾の 意味に つ い て ､ ｢天 上 の も の と地上 の も の を ､ 誤 る こ となく
-
緒 に合わせ る ､ ト ス カ - ナ 公 コ ジ モ ー 世 に よ っ て 考案された 素晴ら しい 創意で ある+ と述 べ て い る｡
(Vasari- M ila n esi,id, VII, pp･6 35,6 3 6･)
24 ガ ッ レ リ ー ア 美術館 ｢数学の 間+ の壁装飾と し て播 かれた世界地図の う ち､ 二壁 はボ ン シ ニ ヨ
- リ
が 1 589年頃に制作 したもの と 考え られ て い るo(cfr. Detelf Heika mpし 迦
sQ]
'
e_ntj#_ci_4el_le_go_lleziQ_Z?1_A 幽 Lin
<Antichita V iv?> , n .6,1 9 7 0,pp, 3
-2 5.)
レ ン ツ ェ の パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ニ ッ キオ をは じめと して ､ 1 5 70年代に はカ プ ラ ロ ー ラ の フ ァ
ル ネ - ゼ 宮殿25､ 15 80年代 には ヴァ チ カ ン宮殿 の 廊下装飾26に用 い られた ｡ こ れ らの 地 図
装飾 は ､ 発見と調査に よ っ て認識 され た 世界地理や そ の 他 の 知識 へ の 高い 関心 を表すも
の で ある27｡
◆
最後に ふた た び パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ニ ッ キ オ の ｢地図の 間+ 装飾プ ロ グラム を考察す
る ならば､ ヴァ ザ - リ に よ る装飾 プ ラ ン は ､ 世界地図と星 座表に よ っ て 四壁 と 天井 を飾
り ､ 更に三 百点 にお よぶ 偉人 ､ 英雄 ､ 王侯 君主 の 肖像画群 の 設置 に よ っ て ､ 世界の 物質
的統治と 精神的知との 統合をあ らわ して い る とい え るだ ろう ｡ ヴァ ザ - リは ､ コ ジ モ ー
世 を賞賛す る政治的ア レ ゴ リ ー を持 つ 図像 に満ちた 装飾 プ ロ グラ ム をパ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ニ
ッ キオ の た め に創 作す るなか で ､ ｢地図の 間+ に お い て は唯 一 ア レ ゴリ ー 図像 が ない 図
像 プ ロ グラ ム を考案した ｡ そ して ヴァ ザ - リは ､ 世 界地 図と動植物画そ して 肖像画に よ
つ て ､ フ ィ レ ン ツ ェ 公 コ ジ モ ー 世 の 科学 - の 貢献と ､ 知 の 礼賛をお こ な っ て い る の で あ
る28｡
4 . 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 変遷
4 - 1 . ピ ッ テ ィ 宮殿 - の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン 設置 (1 57 7)
コ ジ モ ー 世の 死 後(15 74)､ 新 トス カ - ナ 大公 とな っ た フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 は ､ ｢地
図 の 間+ に設置されて い た 肖像画 コ レ ク シ ョ ン を ､ ピ ッ テ ィ 宮殿に移動させ た 0 15 76年
の ピ ッ テ ィ 宮殿 の 装飾 は ､ ヴ ェ ネ ツ ィ ア 大使 と共 に フ ィ レ ン ツ ェ を訪 問 した ア ン ド レ
25 ヵ プ ラ ロ ー ラ に建設され た別 荘の 施主ア レ ッ サ ン ド ロ ･ フ ァ ルネ - ゼ枢機卿は ､ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ア ン
ト ー ニ オ ･ ヴァ ノ ズ ィ - ノ ･ デ ィ ･ ヴァ レ - ゼ に依蹟 し､ 世界地図を冬用住居の装飾と し て フ レ ス コ
で 描かせ て い る Q 制作は 1 57 3年か ら 1 5 74年にかけ て お こ なわれ ､ 天 上 には宇宙囲が措かれて い るo
七枚 の 世界地図には , イ タ リ ア の 地図と パ レ ス チ ナ の 地図が含まれ て おり ､ シ ュ ル ツ に よれ ば ､ キ リ
ス ト教 の 聖地 で あ る パ レ ス チ ナと ロ ー マ 教皇が座するイ タリ ア(ロ ー マ)を結ぶ宗教的な つ ながり を地
図 に よ っ て 表 し て い る . (Ju e rge n S hulz, La Ca rtogr ajla Era Scie n z ae Arte: Ca rEe e Ca rtogr aji n e/
R in a s cim e nlo ltalia n o, M ode n a,1 9 9 0,p.9 9,)
26 ヴァ チ カ ン宮殿の 地図装飾は ､ まず ピウ ス 四世によ っ て 1 56 0年代前半に創始され たo 装飾プ ロ グ ラ
ム の 考案者お よび画家に つ い て はほと ん ど明らかにされて い ない が カプラ ロ ー ラ ､ フ ァ ル ネ - ゼ宮殿
の ｢地図の 間+ 装飾に携わ っ た 画 家グア ノズ ィ - ノ が ､ ヴァ チ カ ン の仕事に関わ っ た こ とが明らか に
な っ て い るo 更 にグ レ ゴ リウ ス 十三世 (1 57 2-1 5 8 5) の もと で装飾が行われた際には ､ フ ィ レ ン ツ ェ を
追放され た天文学者イ グナ ツ イ オ ･ ダ ン テ イ が指揮をと っ て 制作を行 っ た ｡
27 フ ァ ル ネ - ゼ 宮殿や ヴァ チ カ ン宮殿は施主が キリ ス ト教聖職者 であるため ､ シ ュ ル ツも明 らかに し
て い る ように ､ 世界地図装飾 に宗教的な意味が加 味され て い る o - 方 で ､ パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ オ の
｢地図の 間+ に は ､ 宗教的意味が皆無で ある こ とが特徴と し て あ げられる o (J.Shtlz,id. ,p p.99-1 02.)
28 ヴァ ザ - リ は ､ コ ジ モ ー 世 の 依頼に よ っ て パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ オ の 装飾プ ロ グラ ム を担当 した o
部屋 の 装飾は君主や メディ チ家を礼賛する様 々 な ア レ ゴ リ - 図像によ っ て 構成され ､ そ の 意味解釈は ､
ヴァ ザ - リ が自ら執筆 した ､ 公 子 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メ デ ィ チ と の 対話形式 の 手引書 『ラ ジ ョ ナ メ
ン ト』 によ っ て 明らか にされ て い るo (cfr.Gio rgio Va s a ri, Ragto n a m e n(iLFir e n z e,1 5 88)
ア ･ ペ ッ ツ ア ー ノ の 記述 に よ っ て 明らか に な っ て い る29｡ ピ ッ テ ィ 宮殿 は 十六 世紀 中頃
にメ デ ィ チ家の 新 しい 王 宮 と して 改築す べ く コ ジ モ ー 世 に よ っ て 購入 さ れた が ､ フ ラ ン
チ ェ ス コ ー 世 の 治世 で は未 だパ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ オ が君 主の 住 居 と して用 い られ て い
た ｡ そ して ピ ッ テ ィ 宮殿 は ､ 宮廷建築家バ ル ト ロ メ - オ ･ ア ッ マ ン ナ - テ イ (1 51 卜15 92)
に よ っ て改築が 進め られ る なか で 3 0､ メ デ ィ チ家 一 族 の 一 時的 な滞在や ､ 他 国 か らの 大
使や賓客等 の 滞在所と して機能 して い た3 1｡ [F ig. 5]
ペ ッ ツ ァ
ー ノ の 記述 は まず ､ ピ ッ テ ィ 宮殿地階 の 室 内装飾か らは じめ られて い る｡
メ デ ィ チ家 - 族 の 個室や ､ 大使 の 部屋 が設 けられ て い た地 階の 第 一 ､ 二 ､ 三重 に は ､ ヨ
ー ロ ッ パ 各地 の 王侯 君主 と枢機卿 の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が飾 られ て い た ｡ [Fig. 6] 更に ､
十 七重 ある 一 階 の 階段 を上 り ､ 第 一 室 目 と 第八 重に は歴代 ロ - マ 教皇 ､ 第九 室 に は枢機
卿 の 肖像画が 展示 されて い た ｡ ま た ､ 第四 室に は フ ィ リ ッ ポ ･ ブ ル ネ レ ス キ ､ レ オナ ル
ド ･ ダ ･ ウィ ン チ な ど著名 な芸術家の 肖像画 と ､ 職業別 に大 ま か に分 けられ た文学者や
探検家など の 肖像画が 展示 され て い た｡ さらに 第十六 室 と記 され て い る大広間 は ､ コ ジ
モ
- 世 の 古代彫像 コ レ ク シ ョ ン が展示 され て い た ｢ニ ッ チ の 間(Sala delle N ic che)+ で あ
り ､ そ こ に は ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ビ ッ チ か ら ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世や 正妻 ジ ョ ヴァ ン ナ ･ ダ
ウス トリア まで の メ デ ィ チ 家 一 族 の 肖像画 と ､ ロ ー マ 教皇 の 肖像 画に よ っ て 装飾されて
い た32｡ [F ig. 7] [F ig. 8]
そ れで は ､ なぜ フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 は 肖像 画 コ レ ク シ ョ ン をピ ッ テ ィ 宮殿 - 移動
させ た の だ ろう か｡ そ の 理由 の 一 つ と して ､ 展 示 空間の 大き さが 挙げ られ る ｡ 三百作品
にお よぶ 肖像画群 を陳列す る ため の 空 間と して ､ パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ オ の ｢地図の 間+
は 小 さ過 ぎた の で あ る ｡ そ の ため に フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 は ､ よ り大きな展示 空 間を探 し
コ レ ク シ ョ ン を移 動す る必 要 が あ っ た と考 えられ る ｡ そ の 点 に お い て ､ ピ ッ テ ィ 宮殿は
29
Marile na M o s c o, 地
幽 ,in <Antichita V iv a> ,1 9 8 0,n .I,p p. 1 9-2 0.
3 0
ピ ッ テ ィ 宮殿 の 建設 は ､ - プ ス ブ ル ク皇帝 マ ク シ ミ リ ア ン 二 世が フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世 に ｢大公
(Gra nDu c a) + の称号を与え ､ ト ス カ - ナ 大公 国を独立 国と して 認め た 1 5 7 6年に完成 して い る｡
(F ior ella Fa c chin etti,皇室 血 L in Palazzo Pitti. L
l
a rte e la sto ria(a c u r adi Mar c o
C hiarini),Fir e n z e,2 00 0, p.3 9.)
3I
ピ ッ テ ィ 宮殿がメ ディ チ家の 王宮と して の機能 した の は ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ー 世 の 治世(1 5 8 7-1 6 09)
か らである｡ 特 に象徴的な行事 と し て ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 と ク リ ス テ ィ ー ナ ･ デ ィ ･ ロ レ - ナ と
の 結婚祝祭の た めに催され たナ ウ マ キ ア (Na u machia) が , ピ ッ テ ィ宮殿 の 中庭 で行 われ た こ とが あげ
られ るo また宮殿には ､ 弟 の ジ ョ ヴァ ン ニ ･ デ ･ メ デ ィ チや ､ フ ラ ン チ ェ ス コ - 世 と ビ ア ン カ ･ カ ッ
ペ ッ ロ の 息子 ド ン ･ ア ン ト ー ニ オも生活 して い た ほ か ､ 宮廷文学者や宮廷音楽家 なども滞在 して い た.
(F.Fa c chietti,id. ,p3 7.) 十六世紀後期の ピ ッ テ ィ宮殿に つ い て は ､ 次を参照｡ (La u r aBaldin G iu sti,
地 , in < Antichita V iv a> ,n .3,19 80,p p.3 7-4 6.)
32 rニ ッ チ の 間+ には ､ メ ル ク リウ ス ､ バ ッ カ ス ､ ク ピ ー ド､ ウ ニ ヌ ス ､ ガ ニ メ デ ス ､ - ラ ク レ ス な
ど数多く の古代彫像と共に ､ グ レ ゴリウ ス 八世やク レ メ ン ス セ世 の ほ か ､ ジ ョ ヴァ ン ニ
レ ッ サ ン ドロ ･ デ ･ メ デ ィ チ､ コ ジ モ ･ デ ･ メ デ ィ チ ､ ピ エ ト ロ ･ デ ･ メ デ ィ チ ､ ジ ュ リ
メデ ィチ ､ ロ レ ン ツ オ ･ デ ･ メ デ ィ チ ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ メデ ィ チ ､ ジ ョ ヴァ ン ナ
ア ､ ジ ョ ヴ ァ ン イ ･ デ ･ メ デ ィ チ枢機卿 ､ カ テ リ ー ナ ･ デ ･ メ デ ィ チ ､ レ オ ー ネ ･ デ ･
･ ピ ッ チ ､ ア
ア - ノ ･ デ ･
･ ダウ ス トリ
メデ ィチ ､ フ
ラ ン ス 王 ､ カ ー ル 五 世 ､ マ ク シ ミ リ ア ン 皇帝 ､ ウ ル ピ ー ノ 公 ロ レ ン ツ オ の 肖像画が 展 示 され た .
(cfr.M . M osco,id‥p.10.) ま た こ の 広間は ､ コ ジ モ ー 世が 亡 くな っ た際に遺体を安置する公 的空間と して
も用い られた o
空 間的に も大変 に適 した場 で あ っ た と い え るo 第 二 点 目と して ､ フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世が ､
前 章で 考察 した パ レ オ ッ テ ィ枢機卿が述 べ る ように肖像画 コ レ ク シ ョ ン を ｢公 けの 目に
触れ ない 空間+ に陳列 す るの で は なく ､ 他国の 大使や訪問客が 滞在 し､ 公的行 事に用 い
られ る場 を肖像画の 展示 空間と して選択 した こ と に つ い て ､ 考察す る必 要が あるだ ろ う｡
フ ラン チ ェ ス コ 一 世 は ､ 肖像画 に描 かれ た人物 を職種別 に分類 し ､ 展示す る こ とに よ っ
て 君主が も つ 広 い 文化的芸術的関心 と知識 を ､ ピ ッ テ ィ宮殿の 訪 問者 に披露 して い るの
で あるo 特に ､ ピ ッ テ ィ宮殿 で 最も公 的な広間で あ っ た ｢ニ ッ チ の 間+ には 重要な意味
が込 められ て い ると 考え る o すなわ ち｢ニ ッ チ の 間+ で はメ デ ィ チ家 一 族 の 肖像画群 と ､
強大な権力 を保持す る絶対王政 主義国家ハ ブ ス ブ ル ク家と の密接な姻戚関係 をあ ら わす
正 妻 ジ ョ ヴァ ン ナ の 肖像画 と ､ キリ ス ト教国家に お い て 絶対的な宗教的権力をもつ ロ ー
マ 教皇の 肖像画を並置する こ と に よ っ て ､ メ デ ィ チ家が獲得 した 政治的権力と 宗教的権
力が表象され て い た とか ん が え られ る ｡
4 - 2 . ガ ッ レ リ ー ア - の 設置(15 91) 公的空間 - の 展示
枢機卿 の職 を捨 て ､ フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 の 後を継 い で トス カ - ナ 大公 に就任 した
フ ェ ルデ ィ ナ ン ド ･ デ ･ メ デ ィ チ は ､ 1 563年 か ら十 四年の 問 ロ ー マ で枢機卿 を務め ､ ゲ
イ ツ ラ ･ メ デ ィ チ を建設 して い る｡ ヴィ ッ ラ には蒐集され た古代 ロ ー マ の 遺物や古代彫像 ､
メ ダル をは じめ ､ 同時代の 芸術家に制作 させ た 多数の 芸術作品が展示 された 33｡
また フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世は ､ 枢機卿 時代か ら肖像 画 コ レ ク シ ョ ン に強 い 関心 を
も っ て い た｡ 父 コ ジ モ ー 世が お こ な っ た 肖像画 の 蒐集活動 に よ る影響 はもち ろん で あ る
が ､ そ れ に加 え て ､ 芸術家の パ ト ロ ン で あり古代芸術作品 の 熱心 な蒐集家で あ っ た フ ェ
ル デ ィ ナ ン ド ー 世は ､ 同時代の 王侯君主や権力者が 蒐集して い た 肖像画が宮廷 コ レ ク シ
ョ ン の 重要 な要素で ある こ と を認識 し､ 蒐集 した と考 えら れ るo 肖像画蒐集に あた っ て
フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ー 世は ､ 1 5 75年 にリ ッ チ枢機 卿の 息子 か ら1 0 2枚の 肖像画 を購入 し
て い る ほか34､ メ ディ チ家の 宮廷画家で あっ た ク リ ス ト - フ ァ ノ ･ デ ラ ル テ ィ ツ シ モ や ､
ア レ ッ サン ド ロ ･ ア ッ ロ ー リ (15 35- 16 07) ､ ヤ コ ポ ･ ツ ッ キ (15 4 卜1 5 89) 35､ フ ェ デ
リ ー コ ･ ツ ッ カ リ (1542- 160 9) な どに肖像画 の 制作 を依頼 して い る ｡ そ して 1 58 8年 ､
33ゲ ィ ッ ラ ･ メ デ ィ チ にお ける フ ェ ル デ ィナ ン ド ー 世 の コ レ ク シ ョ ン に つ い て は ､ 展覧会カ タ ロ グ,T/,,
･
l[a
MedicL
'
.il Sogn odiu n c a rdL
'
n a]e, Co[lezio n e eAristi dl
'
Fe rdin a ndo de
l
Medici(a cu r adi M ichel
Ho chm a n n),Ro m 乱,19 9 9を参照 ｡
34
15 7 5年 2月 6 日に購入 し て い る｡ (C fr･Su z a n n eB Butte rs,二 組
軸 in(c at)Villa Medici, il Sogn odiu n c a rdin a[e, Colle=ione e
a rtistidi Fe rdin a ndo de
'
Medicl,(a c u r adi M ichel Ho chm a n n),Ro m a,1 99 9,p.26.)
35 ク リ ス ト - フ ァ ノ ･ デラ ル テ ィ ツ シ モ は 15 8 0年 8月 か ら 1 5 83年 8月 の 間に 46作品を制作し ､ 1 5 84
年に フ ェ ルデ ィ ナ ン ド - 送 っ て い る ｡ ま た ､ ア ッ ロ ー リ は ､ 2 2作品 を 1 57 5年 6月 か ら 1 5 8 0年 I1月
の 間に制作 し､ ツ ッ カ リも 15 7 8年 7月 か ら 15 7 9年 5月ま で に 5点 の肖像画を フ ェ ル デ ィナ ン ドの た
め に描い て い る ｡
ヴィ ッ ラ ･ メ ディ チ め大広間 に は ､ 1 8 6枚 の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が 展示 され て い た 36｡
ま た ､ 宮廷建 築家ブオ ン タ レ ン テ ィ が フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世 の た め に フ ィ レ ン ツ ェ 郊外
に建設 した ゲィ ッ ラ ･ ア ル テ イ ミ - ノ に ､ ｢貴婦人+ を措 い た六 十六 作 品の 肖像画 コ レ
ク シ ョ ン の 制作 を依頼 して い る37｡
15 87年 ､ 枢機卿職 を辞 し ロ ー マ か らフ ィ レ ン ツ ェ - 戻 っ て 新トス カ - ナ 大公 に就
任 した フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世は ､ コ ジ モ ー 世 と フ ラ ン チ ェ ス コ ー 世が 蒐集 し､ ピ ッ テ ィ
宮殿に 展示 され て い た肖像 画 コ レ ク シ ョ ン を ､ メ デ ィ チ 家の コ レ ク シ ョ ン 展示 空間で あ
つ た38ガ ッ レ リ ー ア - と移動 した ｡ [F ig. 1] 当時の展 示 の様 子 は ､ 1 58 9か ら数年 間フ
ェ ル ディ ナ ン ド 一 世 に仕 え ､ 肖像 画 コ レ ク シ ョ ン の 移 動とガ ッ レ リ ー ア の コ レ ク シ ョ ン
展 示 を指揮 した フ ィ リ ッ ポ ･ ビガ フ ェ ッ タ(1 53 3- 16 04)に よ っ て 記述 され て い る o ビガ フ
ェ ッ タ に よれ ば ､ ｢ガ ッ レ リ ー ア に は ､ 無数 の 高価 で 素晴ら しい コ レ ク シ ョ ン が収 め ら
れ ､ 右側 の 上 列 に は 二 十九 枚の ロ ー マ 教皇と 十八枚 の 枢機卿 の 肖像画 ､ 続 い て フ ィ レ ン
ツ ェ と シ エ ナ の 聖人 ､ 文学者 と思想家と歴 史家 ､ 詩 人 の 肖像 画が 置 かれ た ｡ 左 側 には 皇
帝 ､ イ タリ ア 各地 の 大公 ､ 公 爵 ､ 君 主 ､ 侯爵 の 肖像画 が展 示 された ｡ そ れ か ら ､ 東方 の
君主 の 肖像 画 ､ 隊長 や戦士 の 肖像画 が続 い た ｡ 更に ､ 四枚 の イ ン ド ･ 新大陸発見者 の 肖
像 画 と､ 画家たち の 肖像画 が並 ん だ ｡ [ - ] 39+ とされ ､ そ れ ら は ｢階級別 ､ 職業別 ､
出身地方別 に 分類され40+ てい た｡ こ の よう に ､ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド ー 世 は ､ 多分野 で 活
躍 した 著名 人や偉人 の 肖像 画 を展示 す る こ とに よ っ て 君 主の 広範な知識 と関心 を表 し ､
更に 王侯君 主の 肖像画群に よ っ て トス カ - ナ 君主 の 政治的権力 を表象 し､ そ れ をガ ッ レ
リ ー ア の 訪 問者 - 顕 示 した の で ある ｡ また ､ 三 百作品以 上 の 肖像 画 コ レ ク シ ョ ン を 一 同
に展 示 し ､ 鑑 賞者を圧倒させ るた め の 効果的 な展示 空間 と して ､ パ ラ ッ ツ オ ･ ヴ ェ ッ キ
オ か らア ル ノ河 ま で 一 直線に 伸び る ガ ッ レ リ ー ア の 長 い 回廊 は ､ 最 も適 した 空間 で あ る
とい える で あ ろう｡
36 実際に存在 した の は 17 7枚 の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン で あり ､ 上 記 にあげた 芸術家 と無名の 芸術家に よ
つ て 制作された ｡ (S. B.Butle rs,id. ,p .2 6.)
37 ｢貴婦人+ の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ ナ - ポ リ ､ ロ ー マ な ど - 制作を依頼 して お り ､
1 590年代には I 1 8枚 の 肖像画が蒐集 され て い る ｡ (S 且 Butte rs,id. ,p2 7.)
38 ヴァ ザ - リ の プ ロ グ ラ ム に よ っ て建設された ウフ ィ ツ ツ イ の最上 階を ､ フ ラ ン チ ェ ス コ - 世 の依額
に よ っ て 蒐集物展示空間の機能を持 つ 場と し て 改築をお こな っ た の は ､ 宮廷建築家 ベ ル ナ ル ド･ ブ オ ン
タ レ ン テ ィ で あり ､ 工事 は 158 6年 に完成 して い る ｡
39ビ ガ フ ェ ツ タ は記述の 中で それ ぞれ の カテ ゴ リ ー の 肖像画群 で欠如 して い る肖像画に つ い て も詳細
に記 して い る｡ (C fr. W olfr a mPrin z, 地
也 地 Lin <M itteilu ngendes Ku ns thistoriche alnsitute sin F lorerlZ> ,1 9 7 8,p p.3 0 5-3 13.;Filip po
P igafetta 地 ,(in Detelf Heika mp, 如 旦_
凸垣 幽 in(cat)Magn Efl
'
c e n z a all c o rte deL
'
Me L
'
dl
'
cL
'
, Fir e n z e,1 99 7,p.4 3 6.)
4 0
w ･prin z,id. ,p13 1 1,
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5 . 結論
以上 ､ 十六世紀 の肖像画 コ レ ク シ ョ ン に大きな影響 を及ぼ した パ オ ロ ･ ジ ョ ー ヴ
イ オ の コ レ ク シ ≒ ン と ､ 肖像画 の 使用 目的に つ い て の パ レ オ ッ テ ィ枢機卿 の 記述 ､ そ し
て ､ コ ジ モ ー 世か ら創始 された メ ディ チ 家の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン の 経緯と ､ そ の展示 空
間の 変遷 に伴う意味の 変化 に つ い て考察をお こ な っ た o
最後に ､ メ デ ィチ 家肖像 画 コ レ ク シ ョ ン の 展示 空間の 変遷 が意味す る ､ 肖像画群
の 役割 の 変化 に つ い て 考 える｡ まず ､ コ ジ モ ー 世 に よ っ て ジ ョ ー ヴィ オ の 肖像画の 複製
が 制作され ､ そ れ らが展示 され た際に は ､ 世界地図と 世界の 動植物画そ して 星座表と世
界各国の 偉 人 の 肖像画に よ っ て構成され た ヴァ ザ - リ の プ ロ グラム か らも明 らか なよう
に ､ 君主 コ ジ モ ー 世 の 知の 称賛をお こ なうプ ロ グラム の 一 要素と して 肖像画群 が もち い
られ た ｡
次 に フ ラン チ ェ ス コ ー 世 の 治世で は ､ 賓客をもて なす公 的空間 で あ っ た ピ ッ テ ィ
宮殿 - 肖像画 コ レ ク シ ョ ン が 展示 され た ｡ こ の展示 にお い て は肖像画 の 分類 と配 列に よ
つ て ､ 肖像画 に描かれ た 人物とメ デ ィ チ家との 関係が含意 され て い た こ とが指摘 でき る｡
なか でも最も顕著な 一 例 をあげる ならば ､ ヨ ー ロ ッ パ の 王侯君主や ロ ー マ 教皇 を描 い た
肖像画 とメデ ィ チ 家 一 族 の 肖像 が 同空間に併置され る こ とに よ っ て ､ メ デ ィ チ 家と偉人
や権力者と の 密接な関係が 公 的な場に お い て顕示 され ､ メデ ィ チ 家の 政治的 ､ 宗教的 ､
文化的権 力が表象された と い える ｡
さらに ピッ テ ィ 宮殿 - の 展示 に際 して お こ な っ た肖像画群の 職種別 分類 は ､ 蒐集
主 と コ レ ク シ ョ ン と の 関係性 を考察す る上 で重要な意味を持 っ て い る ｡ 十六世紀 にお け
る コ レ ク シ ョ ニ ズ ム の 発展 は ､ 膨大な蒐集物を分類する こ とを不 可欠 と し､ 事物 は蒐集
家の 知識 に よ っ て 体系化され ､ 分類され た ｡ す なわ ち コ レ ク シ ョ ン の 分類作業 は ､ 蒐集
家の 特権 で あ り ､ か つ 蒐集家の 知識 を実践する行為で あ っ た ｡ した が っ て フ ラ ン チ ェ ス
コ ー 世にと っ て肖像画は ､ パ レ オ ッ テ ィ枢機卿が 述 べ た よう な描か れた 各々 の 人 物の 徳
を表象す る役割 よ りもむ しろ ｢ - 蒐集物+ と して扱わ れ ､ 分類された とい う こ とが い え
る ｡ 更に ､ 分類 の 基準に職業が もちい られ ､ 各職種別 に分類され て 肖像画展 示 が お こ な
われ たこ とに よ っ て ､ 依頼主 で ある トス カ - ナ 大公 の 広 範 な知識 と関心 を表象 した の で
ある ｡ フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 一 世もま た ､ ガ ッ レ リ ー ア に肖像画 コ レ ク シ ョ ン を展示す る際
に階級 ･ 職業 ･ 出身地別 に分類 した こ とが ､ 前述 した ビガ フ ェ ッ タの 記述か ら明らか で
あり ､ 同様 の 意味が込 め られ て い た と考えられ る｡
すなわちメ ディ チ 家の 肖像画 コ レ ク シ ョ ン は ､ 一 枚 一 枚の 作品 に描かれ た人物が
- 要素と なり ､ 三 百 点以上 の 作品が分類され ､ 公的空間 に 一 同に展示 され る こ とに よ っ
て ､ それ らがもはや君主 の 個人的関心 に よ っ て蒐集された 書斎の 装飾 品で なはく ､ 君主
の 知識 と権力を顕示す る 一 つ の 表象装置に なっ て い た の で ある ｡
ll
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